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　本誌のあとがきを初めて書くに当たって，編集室から過去の見本が送られてきたので数編読ませて

いただいた．経験談あり，雑感あり，社会情勢あり，専門的な話あり，テーマはいろいろだが皆すば

らしい文章である．いや，正確に言うならすばらしい文章に思える．若い後輩への教訓，これからの

医療への提言，もっと広く人間としての在り方への示唆など，いずれも主張があり，説得力がある．

　もちろん以前，編集委員という立場になかったときも読んではいたが，毎号欠かさずというわけで

はなく，自分の執筆した論文が掲載されたときなどに何気なく目を通す程度である．今執筆する立場

になって，その気で読んでみると初めてこれは大変な仕事だと思い知らされた．とてもこんな立派な

文章は書けない．テーマはいくつか頭に浮かぶが今ひとつ決めかねる．どれも先人の書いたものに思

える．こんなことなら何も参考にしないほうがよかった．かくして，最も安易に本号の特集に関連し

て，「膵臓外科」と「新たな展開」をキーワードにして筆を執ることにした．

　膵臓外科はまだまだ解決，改善しなければならない点の多い分野である．本号では膵良性疾患に対

する外科治療，IPMN およびその他周辺疾患の手術適応，膵癌とくに血管浸潤例に対する手術適応とそ

の成績，膵癌術後補助化学・放射線療法および膵移植など，幅広い項目にわたって新たな展開が過去

の変遷を振り返りつつ述べられている．最近はエビデンスが重視され，膵癌に対しても診療ガイドラ

インができた．エビデンスは統計学と歴史の評価を経て確立されたものであるから，それに基づいた

ガイドラインを遵守していれば大きな過ちはなく患者も安心する．しかしながら，それ以上の成績を

求めるためには「新たな展開」，「ブレイクスルー」が必要であり，適切な手続きと規制のもとで新た

な試みを実践し，検証することによって新たなエビデンスが生まれる．それが医療の進歩と最終的に

は患者の利益につながることを，医療従事者のみならず患者にも認識してもらう必要があると思う．

肝臓移植の父であるスターツルは 25 年前に次のように語っている．

　“The history of medicine is that what was inconceivable yesterday and barely achievable today often 

becomes routine tomorrow.”

（島津元秀）
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